
第133号42017.

もくじ
●　小中学校卒業式・連合の教育……P2～P3
●　まち・むらの話題…………………P4～P5
●　行政…………………………………P6
●　保健・福祉…………………………P7
●　観光・イベント……………………P8
●　安心・安全…………………………P9
●　教育…………………………………P10
●　おしらせ……………………………P11～P14
●　図書室・消費者生活………………P15
●　移住者紹介・環境…………………P16

広　報

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

表紙写真：和束町　京都ゆぶね「春よ恋ひ」エンデューロ



109人が新たなステージへ ～小中学校卒業式～
　相楽東部広域連合管内の小中学校でそれぞれ卒業式がおこなわれました。
　３月 14 日（火）には笠置中学校 30 人、和束中学校 28 人が、また３月 17 日（金）には笠置小学校２人、
和束小学校 26 人、南山城小学校 23 人が卒業式を迎えました。
　式典では、卒業生が保護者や地域のみなさん、在校生、先生に温かい拍手で迎えられて入場し、慣れ親
しんだ校歌を斉唱したあと、一人ずつ壇上に上がり、校長先生から卒業証書を受け取りました。卒業生と
在校生が今までの思い出を振り返り、通い慣れた校舎を巣立っていきました。
　卒業生たちが仲間と一緒に過ごした思い出を胸に、これからもより大きく成長してくれることを願って
います。

笠置
中学校

和束
小学校

笠置
小学校

和束
中学校

南山城
小学校
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連
合
の
教
育
は
九

年
目
を
迎
え
ま
す
。

﹃
桃
栗
三
年
柿
八
年
、

柚
子
は
九
年
で
花
が

咲
く
﹄
の
如
く
、
残

さ
れ
た
課
題
、
新
た

な
課
題
に
向
け
て
、

主
体
的
・
能
動
的
に

迫
っ
て
い
き
ま
す
。

︻
学
校
教
育
︼

　

今
年
度
も
、
三
本
柱
で
臨
み
ま
す
。

　

一
本
目
の
柱
は
「
相
楽
東
部
な
ら
で
は
の

教
育
の
一
層
の
推
進
」
で
す
。
小
規
模
校
の

特
性
を
活
か
し
た
＂
魅
力
あ
る
＂
教
育
活
動

の
展
開
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
土
曜
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
学
校
に
よ

る
地
域
貢
献
等
に
よ
り
、
我
が
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
誇
り
に

思
う
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め

ま
す
。

　

二
本
目
の
柱

は
、「
質
の
高

い
学
力
を
は
ぐ

く
む
こ
と
」
で

す
。
各
校
教
職

員
が
一
体
と
な

り
、
自
校
の
課

題
と
目
標
を
共
有
し
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
、

活
用
す
る
力
の
育
成
、
学
習
意
欲
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
目
指
し
ま
す
。

　

三
本
目
の
柱
「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
」

に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育
、
人
権
教
育
な
ど

心
の
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
他
人
を

思
い
や
る
心
、
他
者
と
の
共
生
を
重
ん
じ
る

心
な
ど
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

︻
社
会
教
育
︼

　
『
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
も
が
、
自

己
実
現
に
む
け
て
主
体
的
に
学
び
続
け
、
学

習
効
果
を
適
切
に
活
か
す
』
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

や
現
代
社
会
に
対
応
し
た
事
業
の
展
開
、
各

町
村
に
お
け
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活

性
化
、
三
町
村
間
の
活
発
な
交
流
と
相
互
支

援
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
地
方
創
生
に
お
け
る
教
育
の
機
能
と

そ
の
果
た
す
役
割

は
極
め
て
大
き
く
、

人
口
減
少
社
会
に

対
応
し
た
活
力
あ

る
教
育
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
に
愛
着

を
持
ち
、
地
域
に
貢

献
す
る
こ
と
を
喜
び
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を

社
会
総
が
か
り
で
育
て
て
い
き
た
く
、
御
協

力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
）

教
育
課
題
へ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ 

＝
29
年
度
「
連
合
の
教
育
」
の
重
点
＝

学校教育　具体的重点事項

①　一人一人が包み込まれ、みんなでつながる学校づくり
　・いじめの未然防止と不登校児童生徒ゼロを目指す取組の推進
　・スクールカウンセラーと連携した教育相談、生徒指導の充実

②　児童生徒の体力の向上と健やかなからだづくり
　・指導体制の確立による運動能力、競技力の向上と部活動の充実
　・薬物乱用防止など多様化、深刻化する健康課題への組織的対応

③　特別支援教育の充実
　・発達障がい等を含む特別な支援を要する児童生徒への適切な支援
　・特別支援学級の充実と相楽通級指導教室の積極的活用

④　感性を磨き、創造力や表現力などを高める読書活動の推進
　・『子どもの読書活動推進計画』に基づく読書に親しむ活動の推進
　・管内各町村図書室との積極的な連携

⑤　管内学校間連携による相互支援と切磋琢磨
　・交流学習・合同学習をはじめとする小小、中中の連携強化
　・小中の確かなつながり、教職員間交流の充実

⑥　目標に向かって挑戦し続け、外とつながる活気のある学校
　・児童生徒の個性や能力、主体性を伸ばし、対外的にも活躍する学校
　・連合教育委員会研究指定校における研究発表会

⑦　いのちを守るべく、安心・安全な学校づくり
　・危機対応能力（自ら判断し、自ら行動する力）の育成
　・安心・安全の確保に向けた教育環境づくり

社会教育の推進
１　乳幼児・青少年教育、成人教育や高齢者教育など生涯の
　各時期に応じた学習機会の充実
２　地域の特色を活かした文化活動の充実・発展、各種文化
　サークルの活動促進
３　地域住民のライフステージやライフスタイルに応じた生
　涯スポーツの推進
４　家庭の教育力、地域社会の教育力の再生と向上を目指す
　取組の推進
５　社会問題や現代的課題に対応すべく、学校・家庭・地域
　社会が連携・協働した子どもを支援する取組の推進
６　学校・家庭・地域社会や関係諸機関、各種団体などが一
　体となった総合的な人権教育の推進

₃



まち・むらの話題まち・むらの話題

第９回 笠置町フォトコンテスト審査発表
　3 月 16 日（木）、笠置町商工会 2 階で「第 9 回笠
置町フォトコンテスト」の審査会が開かれました。
　四季折々の自然景観・史跡・文化財・観光施設・祭
事など、笠置町の風景を題材とした合計 38 点の応募
がありました。
　最優秀賞は上杉裕昭さんの「春を駆ける」、優秀賞
は塩見芳隆さんの「秋たけなわ」、佳作は井上晃啓さ
んの「紅の絨毯」と入江和栄さんの「郷の柿」に決定
しました。
　表彰式は 4 月 9 日（日）の「笠置さくらまつり」
内でおこないます。また、応募作品は産業振興会館に
て 4 月 1 日（土）～ 29 日（土・祝）まで展示してお
りますので、ご覧ください。

笠置町

地域おこし協力隊ワークショップ 和束町

　2 月 22 日（水）、てらす和豆香で地域おこし協
力隊ワークショップがおこなわれました。
　和束町地域おこし協力隊の 3 人は昨年 9 月か
ら活動をしており、この日は増田隊員からは ｢マ
ンガを使った地域振興｣、武田隊員からは景観整
備も兼ねた art yubune ｢Window 2017｣、大
芝隊員からは栄養士の経験を活かした ｢コミュニ
ティカフェ｣ と活動プランが発表されました。
　ワークショップを終えて隊員からは ｢これから
も積極的に住民と協力して和束町を盛り上げてい
きたい｣ と抱負を語られました。

笠置寺と春日大社のつながり
　3 月 18 日（土）、笠置町観光プロモーション及び地域資
源活用事業として、「笠置町フェスタ」が開かれました。
　元弘元年（1331 年）、「元弘の変」の戦火で焼失して以来、
685 年ぶりに春日大社より旧本宮神社の社殿が笠置寺境内
に移築され、世界遺産「春日大社」との広域観光連携を図り、
奈良市に国内外から訪れる年間 1,400 万人の観光客を笠置
町に誘客する取り組みです。
　自遊宿料理旅館松本亭と春日大社の 2 会場から、魅力を
発信するために『ならどっと FM』のラジオで笠置町と奈良市
のお国自慢大会を中継しました。また来場者には笠置名物の
きじ鍋（協力：ナカムラポートリー株式会社）が数量限定
で振る舞われ、春日大社の会場ではじゃんけん大会をおこ
ない、笠置町観光大使の笠やんグッズが争奪戦となりました。

笠置町

ワークショップの様子

最優秀賞　「春を駆ける」

笠やんグッズ争奪じゃんけん大会の様子

₄



まち・むらの話題まち・むらの話題

旧山仲邸「やまんなか」がオープンします
　南山城村田山の高山郵便局の横「やまんなか」では地域の
人と移住希望者が交流してもらう事で、スムーズに村での生
活を続けていけるようサポートしていきます。みなさまどう
ぞお立ち寄りください。

開館日・時間　水・金・土曜（祝日は除く）
　　　　　　　午前 9 時から午後 4 時。
オープニングイベント　５月６日（土）午前 10 時よりおこないます。
内　容　　　　◦移住定住推進員の活動報告会
　　　　　　　◦オープンハウス
Web サイト　むらぷら
　　　　　　　https://murapura.com /
問合せ　　　　南山城村むらづくり推進課
　　　　　　　☎ 0743・93・0560（直通）

南山城村

京都タワーに茶茶ちゃん登場 和束町

道の駅「お茶の京都 みなみやましろ村」がオープンします
　いよいよ、南山城村に道の駅がオープンします。
　食料品・日用品が並ぶ「村民百貨店」、作り手が見える産品は「のもん市場」、お茶スイーツやドリンク
がテイクアウトできる「村茶屋」、村風土食堂「つちのうぶ」など、こだわりのお店でみなさまをお待ちし
ています。
　オープン記念としてのお楽しみもありますので、ぜひお誘い
あわせのうえお越しください。

道の駅「お茶の京都 みなみやましろ村」グランドオープンイベント
日   時　４月 15 日（土）午前９時から
会   場　道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」
　　　　※当日は、高山ダム臨時駐車場からシャトルバスを
　　　　　運行します。
問合せ　南山城村むらづくり推進課　☎ 0743・93・0560（直通）

　３月 12 日（日）、JAF 主催のイベン

ト「階段のぼり in 京都タワー」に茶茶

ちゃんが参加しました。当日、京都タワー

10 階の屋上でおこなわれた自治体の PR

ブースでは、和束茶の試飲・販売や観光

PR をとおして多くの方で賑わいました。

　茶茶ちゃんは、じゃんけん大会に参加

するなど約 800 人を前に和束町を PR

しました。

南山城村

記念撮影をする茶茶ちゃん

5



行　政行　政
　

人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
「
第
15
回
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
3
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
、和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
小
・
中
学
校
に
よ
る
人
権
教
育
へ
の
取

り
組
み
や
学
習
活
動
の
披
露
、
地
域
交
流
を
目
的
と
し
て

各
教
室
の
作
品
展
示
及
び
、
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
人
権

意
識
の
普
及
、
高
揚
を
図
る
一
環
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
和
束
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
元

気
い
っ
ぱ
い
の
合
唱
で
会
場
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
包
ま

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
デ
フ
マ
ジ
シ
ャ
ン
「
ミ
ス
タ
ー
か

わ
づ
」
さ
ん
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
式
典
で
は
、住
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
、
堀
町
長
か
ら
は
「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
と
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
全
て
の
住
民
が
人

権
問
題
を
考
え
、
主
体
的
に
取
り
組
む
差
別
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
劇
団
さ
む
ら
い
」
さ

ん
を
お
招
き
し
、
歌
謡
舞

踏
シ
ョ
ー
、｢

瞼ま
ぶ
た

の
母
」

を
講
演
い
た
だ
き
参
加
さ

れ
た
み
な
さ
ん
は
、
大
変

感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
屋
外
の
模
擬
店
に
は
、

多
く
の
来
場
者
が
列
を
作

り
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

笠
置
小
学
校
で
は

３
月
７
日
（
火
）
に
、

和
束
保
育
園
・
和
束

小
学
校
で
は
３
月
２

日
（
木
）
に
、
南
山

城
保
育
園
で
は
２
月

23
日
（
木
）
に
、
京

都
地
方
法
務
局
の
支

局
長
か
ら
人
権
の
花

運
動
の
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
は
球

根
か
ら
水
仙
の
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
で
、

命
の
大
切
さ
や
助
け

合
い
を
学
び
、
人
権

に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
15
回
和
束
町
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

人
権
の
花
運
動
感
謝
状
贈
呈
式

～
み
ん
な
へ
届
け
人
権
の
花
～　

南山城保育園の学びの様子 笠置小学校の贈呈式の様子

「ファミリー劇団さむらい」さんによる歌
謡舞踏ショー

和束小学校の贈呈式の様子

　

笠
置
町
、南
山
城
村
で
は
、三
重
県
伊
賀
市
と
の
間
で
、伊
賀
・

山
城
南
地
域
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
昨
年
10
月
４
日
に

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
定
住
自
立
圏
域
形
成
協
定
の
締
結
を
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
協
定
書
に
基
づ
く
健
康
福
祉
や
産
業
振
興
、
公
共
交

通
な
ど
の
連
携
事
業
を
記
載
す
る
伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
中
間
案
）

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

3
月
15
日
（
水
）
～
4
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　

※
４
月
14
日
（
金
）
に
つ
い
て
は
、午
後
５
時
15
分
必
着

募
集
内
容　

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
中

　
　
　
　
　

間
案
）
に
対
す
る
ご
意
見

閲
覧
方
法　

笠
置
町
企
画
観
光
課
、
南
山
城
村
総
務
課
に
あ
る

　
　
　
　
　

資
料
ま
た
は
、
各
町
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
意
見
の
件
名
を
記
入
し
、

　
　
　
　
　

ご
意
見
（「
該
当
箇
所
」
と
そ
れ
に
対
す
る
「
意
見

　
　
　
　
　

内
容
」）
を
記
載
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

　
　
　
　
　

ル
・
持
参
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

※
持
参
の
場
合
は
、
笠
置
町
企
画
観
光
課
、

　
　
　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
課
で
受
付
け
ま
す
。

提
出
先
・
問
合
せ

　

笠
置
町　

〒
６
１
９–

１
３
０
３　

笠
置
町
大
字
笠
置
小
字　

　
　
　
　
　

西
通
90
番
地
1　

笠
置
町
企
画
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）　

　
　
　
　
　

０
７
４
３
・
95
・
２
９
６
１

　
　
　
　
　

kikakukankou@
tow

n.kasagi.lg.jp

　

南
山
城
村　

〒
６
１
９–

１
４
１
１ 

南
山
城
村
大
字
北
大　

　
　
　
　
　

河
原
小
字
久
保
14
番
地
1　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　
　
　
　
　

０
７
４
３
・
93
・
３
０
３
０

　
　
　
　
　

d
-soum

u

＠vill.m
inam

iyam
ashiro.

　
　
　
　
　
　

lg.jp

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
（
中
間
案
）
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
25
　
足
の
お
話

　

人
は
二
足
歩
行
で
歩
く
以
上
は

腰
痛
と
足
の
痛
み
は
必
然
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
足
の

痛
み
は
先
天
的
な
も
の
を
除
け

ば
、
体
重
や
運
動
な
ど
の
負
担
が

原
因
で
起
こ
る
も
の
と
不
適
切
な

靴
を
使
用
す
る
こ
と
が
原
因
で
あ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
ヒ
ー

ル
な
ど
踵
の
高
い
靴
や
サ
イ
ズ
の

あ
っ
て
い
な
い
靴
や
靴
底
の
す
り

へ
っ
た
靴
は
さ
ま
ざ
ま
な
足
の
変

形
を
お
こ
し
ま
す
。

　

ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ど
踵
の
高
い
靴

の
使
用
で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の

が
外
反
母
趾
で
す
。
ヒ
ー
ル
は
通

常
の
靴
に
比
べ
て
前
足
部
分
に
か

か
る
体
重
の
割
合
が
多
く
な
り
、

平
ら
な
靴
と
比
べ
る
と
４
㎝
の
高

さ
で
1.4
倍
、
10
㎝
だ
と
2.8
倍
の
負

担
が
母
趾
の
付
け
根
に
か
か
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
母
趾
が
外
反
し

た
り
、
第
２
趾
に
乗
り
上
げ
る
変

形
が
起
こ
り
ま
す
。
外
反
母
趾
は

軽
度
な
場
合
は
母
趾
の
体
操
や
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
も
改
善

し
ま
す
が
、
一
定
以
上
に
変
形
が

す
す
む
と
手
術
治
療
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
不
適
切
な
靴
の
長
期
の
使

用
は
足
の
裏
側
に
も
負
担
が
か
か

り
、
ア
ー
チ
構
造
が
浅
く
、
幅
広

の
足
の
形
で
あ
る
扁
平
足
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
扁
平
足
で
は
角
質

部
分
が
堆
積
し
て
い
く
胼
胝
（
い

わ
ゆ
る
た
こ
）
を
起
こ
し
た
り
、

さ
ら
に
角
質
の
一
部
が
内
側
に
楔

上
に
食
い
込
む
鶏
眼
（
い
わ
ゆ
る

魚
の
眼
）
を
起
こ
し
ま
す
。
胼
胝

は
無
症
状
な
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
鶏
眼
は
芯
の
部
分
が
足
の
裏

に
小
石
を
は
さ
ん
だ
よ
う
な
痛
み

に
な
り
、
処
置
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

扁
平
足
で
は
足
底
の
神
経
の
圧

迫
も
起
こ
し
、
神
経
腫
と
い
う
状

態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
モ
ー
ト
ン
病
と
い
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
神
経
に
関
係
す
る
指
先

に
か
け
て
し
び
れ
や
放
散
痛
が
走

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
治
療
は
足

底
の
神
経
腫
の
部
分
に
ス
テ
ロ
イ

ド
の
注
射
な
ど
を
行
う
か
、
不
適

切
な
靴
を
見
直
す
か
、
足
底
板
と

い
っ
て
足
の
ア
ー
チ
を
支
え
る
装

具
を
使
用
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
扁
平
足
の
方
が
、
ス
ト

レ
ッ
チ
不
足
な
ど
ふ
く
ら
は
ぎ
の

筋
肉
が
硬
く
な
り
、
足
首
の
反
り

返
り
も
悪
く
な
る
と
、
足
の
裏
の

足
底
腱
膜
が
絶
え
ず
伸
ば
さ
れ
る

状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が

長
く
続
く
と
足
底
腱
膜
の
付
着
部

で
あ
る
踵
の
付
け
根
の
部
分
が
棘

状
の
変
形
を
引
き
起
こ
し
（
踵
骨

棘
）、
腱
膜
炎
と
い
う
状
態
に
な
り

歩
行
時
の
痛
み
を
伴
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
治
療
は
痛
み
の
治
療
に

な
り
、
鎮
痛
剤
の
使
用
や
足
底
板

の
使
用
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
不
適
切
な
靴
の
使

用
は
さ
ま
ざ
ま
な
足
の
不
具
合
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
靴
選
び
の
際
は
、
サ
イ
ズ

だ
け
で
な
く
前
足
部
分
で
の
負
担

や
踵
の
形
の
具
合
や
土
踏
ま
ず
の

ア
ー
チ
の
部
分
に
支
え
が
あ
る
か

な
ど
を
見
な
が
ら
選
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

山
本
整
形
外
科　
　
　
　
　
　

　
　

山
本　

浩
二

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
す
る
と
き
や
、
や
め
る

と
き
な
ど
、
国
保
に
は
届
出
が
必
要
な
と
き
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

内　

容　
「
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
研
修
と
交
流
会
」

　
　
　
　

宇
治
田
原
町　
「
21
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾
」
に
よ
る
茶

　
　
　
　

摘
み
、
お
茶
づ
く
り
、
茶
香
服
体
験
、
地
元
特
産
品

　
　
　
　

に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
弁
当
」
の
食
事
、
交
流

日　

時　

５
月
28
日
（
日
）　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

会　

場　

宇
治
田
原
町
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾
茶
園
・
宇
治
田
原

　
　
　
　

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
第
2
研
修
室
）

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅･

Ｊ
Ｒ
木
津
駅
西
口
・
近
鉄
新
田
辺
駅
・

　
　
　
　

八
幡
市
役
所
前
・
久
御
山
町
役
場
前
・
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

対
象
者　

京
都
府
在
住
の
方
で
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族
、
聴
覚
障
害
福
祉
関
係
者
、
ま

　
　
　
　

た
は
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

２
８
０
０
円
（
バ
ス
代
、
交
流
会
、
お
茶
・
お
弁
当

　
　
　
　

代
込
み
）

申
込
締
切　

５
月
17
日
（
水
）　

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
話
、は
が
き
に
て
、氏
名
、住
所
、連
絡
先
、

　
　
　
　

バ
ス
の
乗
車
場
所
を
明
記
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当　

中
島
・
堀
田　

　
　
　
　

〒
６
１
０–

０
１
２
１　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

京
都
府
聴
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事
業

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室（
南
部
）」

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く

保健・福祉保健・福祉

※
届
け
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
入
が
必
要
で

　

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と
届
け
出
に
来
る
方

　

の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

別
世
帯
の
方
が
代
理
で
届
出
を
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必

　

要
で
す
。

問
合
せ

　

笠
置
町
税
住
民
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

　

和
束
町
税
住
民
課　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5（
直
通
）

　
南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4（
直
通
）

届
出
が
必
要
な
と
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

加　入
転
入
し
て
き
た
と
き

印
鑑

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と

き職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

か
ら
外
れ
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
・
印
鑑

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
証
明

書
・
印
鑑

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

印
鑑

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

保
護
廃
止
決
定
通
知
書
・
印
鑑

脱　退
転
出
す
る
と
き

保
険
証
・
印
鑑

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き

職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
に

な
っ
た
と
き

国
保
の
保
険
証
と
職
場
の
保
険

証
・
印
鑑

死
亡
し
た
と
き

保
険
証
・
印
鑑

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き

保
険
証
・
保
護
開
始
決
定
通
知

書
・
印
鑑

その他
町
内
・
村
内
で
住
所
、
世
帯
主
、

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

保
険
証
・
印
鑑

世
帯
が
分
か
れ
た
り
、
一
緒
に

な
っ
た
り
し
た
と
き

修
学
の
た
め
に
別
に
住
所
を
定

め
る
と
き

在
学
証
明
書
・
保
険
証
・
印
鑑

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
5 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
5 月 3 日（水・祝） 内科
5 月 4 日（木・祝） 内科
5 月 5 日（金・祝） 内科
5 月 7 日（日） 内科
5 月 14 日（日） 内科
5 月 21 日（日） 内科
5 月 28 日（日） 内科・小児科

※ 4 月分については広報れんけい 3 月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）
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観光・イべント観光・イべント

マウンテンバイクイベント開催
　3 月 19 日（日）、湯船森林公園内 ｢MTB　LAND｣
で京都ゆぶね｢春よ恋ひ｣エンデューロが開かれました。
　当日は晴天に恵まれ、東京や名古屋など遠方からも
集まった約 200 人の参加者たちは、家族や仲間からの
応援を受けながら 1 周約 2 キロのコースを４時間走り
続け、何周できるかを競いました。
　大会を通じて大きな怪我もなく、レース終了後は満
足していただけた様子で素晴らしい大会になりました。
　2021 年に開かれるワールドマスターズゲームズの弾
みになればと思います。
　参加者、地域の皆様、応援、会場の手伝いをしていた
だいた皆様におかれましては、ありがとうございました。

和束町に観光案内所がオープン 新茶をふるまいます
　和束町観光案内所オープンを記念
して、和束でとれた新茶のふるまい
をおこないます。また新しくできた
観光案内所からは、山の急斜面を手
鍬で開墾し拡げた「釜塚の茶畑」が
眺望できます。ぜひ、お立ち寄りく
ださい。
新茶のふるまい期間　５月８日（月）～ 14 日（日）
場　所　JR 関西本線・大和路線「加茂」駅より
　　　　奈良交通バス「和束河原」バス停下車
問合せ　和束町観光案内所
　　　　〒 619-1212　和束町大字釜塚小字京町 19 番地
　　　　☎ 0774・78・0300

山城列茶（車）出発進行
～関西本線（加茂～亀山間）でお茶の京都記念ラッピング列車が走ります～
　３月 18 日（土）JR 加茂駅及び JR 大河原駅にて、３市町村（笠置町・南山城村・木津川市）でおこなう、
地方創生事業（お茶の京都連携）のラッピング車両の出発式及びお出迎え式が開かれました。出発式では、
京都府の城福副知事や、JR 西日本大阪支社長をお招きし、３市町村長や議長、関係者が集いラッピング車
両をお披露目しました。お出迎え式では参加者のみなさんにお茶がふるまわれ、観光地や日本遺産を巡り
ました。
　列車外観は、お茶をイメージした緑色のラッピング
を施し、中刷り部分には、京都府やましろ観光大使の
AKB48 横山由依さんが、３市町村の観光地や日本
遺産を訪れ撮影したポスターが掲示されています。
　ぜひ、この機会に関西本線を走る山城列茶へ乗り
お出かけしてみてください。

※この山城列茶は、平成 31 年度まで関西本線
　（加茂～亀山間）を不定期に運行します。 出発式の様子 列車車両外観

レース時の様子
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安心・安全安心・安全

　

3
月
9
日
（
木
）
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
で
３
町
村
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
自
主
防
災
組
織
や
、
消
防
団
の
関
係
者

や
自
治
会
の
代
表
者
な
ど
25
人
が
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
各
地
域
に
お
い

て
、
住
民
自
ら
が
迅
速
で
適
切
な
避
難
行
動
を
起
こ
せ
る

な
ど
、
地
域
の
災
害
対
応
力

を
強
化
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の

で
、
参
加
者
は
地
域
の
防
災
・

減
災
対
策
や
避
難
の
判
断
に

関
す
こ
と
な
ど
講
習
を
受
け

た
後
、
地
図
を
用
い
て
要
支

援
者
避
難
計
画
の
作
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
災
害
時
に

最
も
早
く
災
害
対
策
に
対
応

で
き
る
の
は
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
自
分
自
身
で
す
。
各
地

域
に
と
っ
て
最
適
な
対
策
は

地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の

で
、
既
に
配
布
の
洪
水
・
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
京

都
府
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し

各
地
域
、
各
自
に
お
い
て
安

全
に
避
難
で
き
る
避
難
経
路

や
非
常
持
出
品
、
備
蓄
品
の

備
え
に
つ
い
て
今
一
度
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

永
年
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
３

月
14
日
（
火
）
木
津
川
市
の
関
西
光
科
学
研
究
所
に
お
い

て
表
彰
伝
達
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
左
記
の
み
な
さ
ん
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

笠
置
町
消
防
団

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

　
　

精
績
章　

中　

井　

仁　

司　
　

本
部
長

和
束
町
消
防
団

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
　

精
績
章　

竹　

内　

秀　

年　
　

副
団
長

南
山
城
村
消
防
団

　

消
防
庁
長
官
表
彰

　
　

功
労
章　

北
久
保　

浩　

司　
　

団　

長

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
　

精
績
章　

南　
　
　

和　

昇　
　

副
団
長

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
へ
参
加

平
成
28
年
度 

消
防
庁
長
官
及
び

第
69
回 

日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
受
章

～
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止
・

事
故
に
あ
わ
な
い
、
お
こ
さ
せ
な
い
～

　

４
月
６
日
（
木
）
か
ら
４
月
15
日
（
土
）
は
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
で
は
左
記
の
と
お
り
街

頭
啓
発
活
動
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

笠
置
町

　

日　

時　

4
月
6
日
（
木
）
午
前
7
時
～
8
時

　

場　

所　

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前
・
ロ
ー
ソ
ン
笠
置
切
山
店
前

　

主　

催　

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

和
束
町

　

日　

時　

４
月
６
日
（
木
）
午
前
７
時
30
分
～
８
時

　

場　

所　

白
栖
橋
前
交
差
点
付
近

　

主　

催　

和
束
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

南
山
城
村

　

日　

時　

4
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
　

①
午
前
7
時
30
分
～
8
時
30
分

　
　
　
　
　

②
午
前
7
時
～
8
時

　

場　

所　

①
Ｎ
Ｔ
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
　
　
　

①
南
山
城
小
学
校
下
交
差
点

　
　
　
　
　

②
田
山
宮
ノ
前

　
　
　
　
　

②
Ｊ
Ｒ
大
河
原
駅　

　
　
　
　
　

②
Ｊ
Ｒ
月
ヶ
瀬
口
駅

　

主　

催　

南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

運
動
期
間
中
の
み
な
ら
ず
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

和束町グループでワークショップ南山城村グループでワークショップ

北久保団長
（功労章受章）
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教　育教　育

『正法寺仏殿・表門』と『木造男神坐像』が京都府の指定文化財に

笠置小学校児童さわやか会で発表

　平成 28 年度京都府指定等文化財について、京都府文化財保護審議会において答申が出され、『正法寺仏殿・
表門』（正法寺所有）と『木造男神坐像』（観音寺所有）が京都府の有形文化財として指定されました。
　『正法寺仏殿』は南山城地域に所在する数少ない禅宗寺院の仏殿建築であり、『正法寺表門』は 17 世紀後
期に建立されたものと見られ、いずれも、歴史的価値の高い建物です。
　また、『木造男神坐像』は特徴のある着衣や優れた表情が学術的にも注目されています。

　２月 23 日（木）、笠置町産業振興会館で開かれた笠
置さわやか会 ( 高齢者講座 ) の最終講座において、笠
置小学校が 1 年間の学習成果を発表しました。地域学
習の一環として取り組んだふるさと学習の様子がスク
リーンに映し出され、児童たちは学んだことを力強く
発表しました。また５年生は落語を披露しました。
　参加者のみなさんは笠置町で育つ子どもたちの成長
を頼もしく思われたようです。
　連合管内では、他の小中学校も地域との密接な連携
の下、相楽東部ならではの教育を進めています。

　小さな町や村の住民が、隣の人と手をつなぐように絆を深めながら、自己を高め合ったり、
支えあって暮らしていけるよう、３町村の住民の交流を目的に開催しています。
　上記趣旨に賛同し、この事業にご協力いただける方を募集します。

　日時　７月１日（土）午後３時～８時

　場所　笠置いこいの館　屋外エントランス
★３町村に在住・在勤している方が在籍している団体、または個人。
★文化活動の発信に相応しいジャンル。
★出演時間は、準備と片付けを含めて 15 分を予定しています。
　※プログラムの都合上応募状況により、お断りする場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　笠置町・和束町・南山城村　３町村地域交流事業

第７回 宵
よ い

待ち隣町の宵涼み会

★３町村に在住・在勤している高校生以上。
★職務内容は、準備や片付け、各コーナーの運営。
★３時間程度の活動でも結構です。活動時間は相談可能。

ボランティア募集!
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　☎ 0774・78・4335

出演者募集！
宵涼みステージ

笠置小学校　土曜日教育活動（1 学期）の変更について　　　　5 月 20 日の日程を、6 月 3 日に変更させていただきます。

木造男神坐像正法寺仏殿正法寺表門

児童らの発表のようす

�



和
束
町
役
場
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号

の
お
し
ら
せ
に
つ
い
て

　

和
束
町
で
は
従
来
の
代
表
番
号
か
ら
各
課
直

通
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
新
た
に
設
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
役
場
か
ら
の
電

話
は
代
表
番
号
︻
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
︼

で
発
信
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
（
土
）

よ
り
担
当
課
ご
と
に
異
な
る
電
話
番
号
を
通
知

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
に
よ
り
、
担
当

課
へ
直
接
お
か
け
い
た
だ
き
ま
す
と
、
お
待
た

せ
す
る
こ
と
な
く
ご
用
件
を
お
伺
い
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
代
表
番
号
︻
０
７
７
４
・

78
・
３
０
０
１
︼
に
電
話
い
た
だ
き
ま
す
と
、

今
ま
で
通
り
総
務
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。

和
束
町
内
14
ヶ
所
の
掲
示
板
を
更

新
し
ま
し
た

　

平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
区
の
行
事
案
内

な
ど
の
周
知
を
お
こ
な
い
、
地
域
交
流
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
の
立

て
替
え
を
含
め
、
町
内
14
ヶ
所
の
掲
示
板
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
、
宝
く
じ
収
入
を
財
源
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
助
成
が
お
こ
な
わ
れ

る
も
の
で
す
。

茶
源
郷
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

・
出
生
届
を
利
用
く
だ
さ
い

　

和
束
町
で
は
、
若
い
世
代
に
ま
ち
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
提
出
の
た
め
に

訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋
げ
、

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
定
着
促
進
と
相
ま
っ

て
、
故
郷
に
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
京

都
工
芸
繊
維
大
学
と
共

同
で
茶
源
郷
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
婚
姻
届
・
出
生
届

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
税
住

民
課
窓
口
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
い
た
し

ま
す
の
で
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５（
直
通
）

南
山
城
村
狩
猟
免
許
取
得
助
成
事

業
費
補
助
金
の
お
し
ら
せ

　

こ
の
補
助
金
は
、
南
山
城
村
内
に
在
住
す
る
現

在
の
年
齢
が
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

新
た
に
相
楽
郡
猟
友
会
南
山
城
支
部
に
入
会
し
、

５
年
以
上
継
続
し
て
南
山
城
村
有
害
鳥
獣
捕
獲
班

員
と
し
て
業
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
方
に
対
し
て
、
猟
銃
の
購
入
費
用
や
狩
猟
免
許

取
得
及
び
猟
友
会
へ
の
加
入
に
要
し
た
経
費
の
一

部
又
は
全
額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
受
付
期
限

は
平
成
30
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気

軽
に
産
業
生
活
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

南
山
城
村
産
業
生
活
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５
（
直
通
）

南
山
城
村
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
事
業
の
お
し
ら
せ

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の
被
害
か
ら
農
作
物
を

守
る
た
め
、
受
益
３
戸
以
上
で
組
織
す
る
団
体

（
販
売
農
家
）
を
対
象
と
し
た
、｢

電
気
柵｣

や

｢

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵｣

等
の
設
置
に
伴
う
資

材
補
助
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
受
付
期
限
は

平
成
29
年
12
月
末
ま
で
で
す
。

　

設
置
を
お
考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に
産
業
生

活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

南
山
城
村
産
業
生
活
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
５
（
直
通
）

読
書
活
動
推
進
事
業

『
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』

実
施
日　

４
月
28
日
（
金
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　

所　

南
山
城
村
図
書
室

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費　

１
０
０
円
（
お
飲
物
代
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

４
月
10
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　
　
　
　

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

４
月
17
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

４
月
12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

４
月
８
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

４
月
13
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

お
し
ら
せ

ま
ち
・
む
ら

か
ら
の

お
し
ら
せ

課　
　

名

電
話
番
号

総
務
課
（
代
表
）
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１

地
域
力
推
進
課
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
２

議
会
事
務
局
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
３

会　

計　

課
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
４

税 

住 

民 

課
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５

福　

祉　

課
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
６

建
設
事
業
課
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
７

農
村
振
興
課
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
８

まち・むらからのおしらせまち・むらからのおしらせ

おわびと訂正：3 月号にて下記のとおり間違いがありましたので、訂正してお詫びいたします。
2 ページ「相楽暮荘」の問合せ先
　和束町企画観光課（誤）　→　和束町地域力推進課（正）
　南山城村むらづくり推進課　☎ 0773・93・0560（直通）（誤）→　南山城村むらづくり推進課　☎ 0743・93・0560（直通）（正）

講
　
座

湯船区内掲示板

�



講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

映
画
『
笠
置
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
！
』
上
映

　

予　

告

　

笠
置
町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
画
﹃
笠
置
Ｒ
Ｏ

Ｋ
Ｃ
！
﹄
が
６
月
中
旬
に
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
高
の

原
で
上
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
お
楽

し
み
に
！

笠
置
町
農
業
委
員
会
委
員
を
募
集

し
ま
す

　

笠
置
町
で
は
、
任
期
満
了
（
７
月
19
日
）
に

伴
い
、
新
た
な
農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
公

選
制
か
ら
、
農
業
者
等
か
ら
の
推
薦
と
募
集
に

よ
り
委
員
候
補
者
を
求
め
、
議
会
の
同
意
を
得

て
町
長
が
任
命
す
る
方
式
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

募
集
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
が
、
詳

し
く
は
笠
置
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
笠
置
町
建
設
産
業
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
人
数　

10
人

受
付
期
間　

４
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

任　

期　

平
成
29
年
７
月
20
日
～
平
成
32
年
７
月

　
　
　
　

19
日

問
合
せ　

笠
置
町
建
設
産
業
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

活
動
中
の
サ
ポ
ー
ト
や
安
全
見
守
り
な
ど
に
協

力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
し

て
あ
げ
た
い
方
、
子
ど
も
が
大
好
き
で
一
緒
に

遊
ん
で
い
た
だ
け
る
方
、
将
来
子
ど
も
関
係
の

仕
事
を
希
望
し
て
い
る
方
な
ど
大
歓
迎
で
す
。

主
な
募
集
内
容

　

◦
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
活
動
内
容
の
企
画
、

　
　

学
校
・
地
域
・
保
護
者
な
ど
と
の
連
絡
調
整
）

　

◦
教
育
活
動
推
進
員
（
子
ど
も
た
ち
に
勉
強
・

　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
な
ど
の
体
験

　
　

機
会
を
提
供
）

　

◦
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
（
参
加
す
る
子
ど

　
　

も
た
ち
の
受
付
け
、
活
動
の
準
備
・
片
づ
け
、

　
　

活
動
中
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
見
守
り
）

主
な
活
動
場
所

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
管
内　

各
小
学
校
（
笠

　

置
小
学
校
・
和
束
小
学
校
・
南
山
城
小
学
校
）

主
な
活
動
日
時

　

主
に
、
平
日
の
場
合
、
隔
週
水
曜
日
の
授
業

　

終
了
後
か
ら
午
後
4
時
30
分
ま
で
（
２
時
間

　

程
度
）

　

※
土
曜
日
又
は
日
曜
日
に
半
日
又
は
1
日
の

　
　

活
動
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
学
校
区
に
よ
っ
て
活
動
日
や
活
動
時
間
は

　
　

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ

　
　

く
だ
さ
い
。

謝　

金　

活
動
内
容
に
よ
っ
て
、
謝
金
を
お
支

　
　
　
　

払
い
し
ま
す
。

応
募
要
件　

以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
　
　
　

る
方
（
資
格
・
経
験
不
問
）

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
児
童
の
安
全

　
　
　
　

の
見
守
り
等
の
活
動
が
で
き
る
方

　
　
　
　

子
ど
も
が
好
き
で
、
一
緒
に
楽
し
く

　
　
　
　

活
動
し
た
い
方

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
教

　
　
　
　

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
合

まち・むらからのおしらせまち・むらからのおしらせ

　
　
　
　

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

４
月
18
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
Ｆ
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

４
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場　

一
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

４
月
27
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

４
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

４
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

４
月

11
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

19
日
（
水
）
東
部
区
集
会
所

26
日
（
水
）
産
業
振
興
会
館

28
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

４
月

19
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

21
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

28
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

むらの『お茶の日』を宣言
　３月２日（木）、第 39 回南山城村茶業者大会が、
やまなみホールで開かれました。
　大会では、宇治茶の主産地 南山城村茶品評会や茶
園品評会で入賞されたみなさんの表彰と全農京都府
本部農畜産部茶業市場課長の豊田博之さんによる講
演などがおこなわれました。
　また、大会当日を『お茶の日』とする宣言が採択
され、お茶の振興・発展を誓い合いました。
　大会後には、毎年恒例の５種類のお茶を飲んで産
地を見極める『茶香服大会』も引き続きおこなわれ、
13 チーム 65 人の選手により日頃の鍛錬の成果を競
いました。

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 2 月受付）。敬称略
　氏　名：中山　安正　　住　所：滋賀県大津市　　寄附金：100,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。
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農
の
ま
ち
Ｔ
Ｖ
Ｆ
講
座

　

高
校
生
と
一
緒
に
勉
強
し
、
園
芸
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
日
頃
の
栽
培
上
の
疑
問
を
解
決
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

５
月
～
12
月
毎
週
火
曜
日
。
た
だ
し
、

　
　
　
　

夏
期
休
業
中
７
月
21
日
（
金
）
～
８
月

　
　
　
　

26
日(

土)

を
除
く

　
　
　
　

午
後
１
時
35
分
～
３
時
25
分
（
予
定
）

　
　
　
　

４
月
25
日
（
火
）
受
講
生
オ
リ
エ
ン

　
　
　
　

テ
ー
シ
ョ
ン
の
予
定

場　

所　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校

　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
栽
培
実
習
室
・
実
習
農
場
他

内　

容

　

受
講
生
は
シ
ス
テ
ム
園
芸
科
生
徒
と
共
に

チ
ー
ム
を
作
り
、
栽
培
実
習
や
研
究
を
お
こ
な

い
ま
す
。
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
取

り
入
れ
、
栽
培
計
画
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。
栽

培
だ
け
で
な
く
、
簡
単
な
比
較
試
験
や
生
育
調

査
・
発
芽
調
査
・
収
量
調
査
等
を
お
こ
な
い
、

校
内
で
販
売
実
習
も
お
こ
な
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
12
月
に
は
栽
培
結
果
の
発
表
会
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
班
編
制
の
分
野
は
、

野
菜
栽
培
・
草
花
栽
培
・
水
稲
栽
培
・
陸
稲
栽

培
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。
班
の
編
制
は
、
開
講

後
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

定　

員　

約
20
～
25
人

申
込
み　

４
月
３
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）（
必
着
）

　
　
　
　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

　
　
　
　

が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
や
っ

　
　
　
　

て
み
た
い
こ
と
等
を
書
い
て
申
込
ん

　
　
　
　

で
く
だ
さ
い
。

宛　

先　

〒
６
１
９–

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
内
田
山
34

　
　
　
　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校　

農
場
部

　
　
　
　
「
農
の
ま
ち
Ｔ
Ｖ
Ｆ
講
座
」
係

問
合
せ　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
０
３
１

　
　
　
　

農
場
部
Ｔ
Ｖ
Ｆ
担
当
係

そ
の
他　

年
間
計
画
は
学
校
行
事
等
に
よ
っ
て

　
　
　
　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

栽
培
し
た
生
産
物
は
希
望
者
を
対
象

　
　
　
　

と
し
て
実
費
販
売
し
ま
す
。

　
　
　
　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
っ

　
　
　
　

て
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。
結
果
の

　
　
　
　

通
知
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

主　

催　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　

園
芸
科

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展

『
館
蔵
の
製
茶
道
具
』（
仮
）

日　

時　

４
月
22
日
（
土
）
～
５
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

『
恭
仁
京
東
北
道
を
歩
く
』

日　

時　

４
月
29
日
（
土
・
祝
）
午
後
１
時
～
５
時

定　

員　

30
人
先
着
順

参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
拝
観
料
が
必
要
。

申
込
期
限　

４
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

看
護
の
日

健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
に

ち
な
ん
で
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
健
康
の
増
進
と
親
睦
を
図
り
ま
す
。

日　

時　

５
月
11
日
（
木
）　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
「
木
津

　
　
　
　

駅
西
口
広
場
」

　
　
　
　

※
雨
天
時　

病
院
正
面
玄
関

内　

容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
身
長
・
体
重
・
血
圧
・

　
　
　
　

体
脂
肪
率
・
血
管
年
齢
・
骨
密
度
）、
健

　
　
　
　

康
相
談
、
ア
ロ
マ
で
の
ハ
ン
ド
マ
ッ

　
　
　
　

サ
ー
ジ
︻
整
理
券
発
行
︼、
認
定
看
護

　
　
　
　

師
の
仕
事
紹
介

対　

象　

通
院
・
入
院
中
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

　
　
　
　

域
に
お
住
ま
い
の
方

そ
の
他　

骨
密
度
測
定
は
素
足
で
お
こ
な
い
ま

　
　
　
　

す
。
記
念
品
配
布
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５

平
成
29
年
度　

相
楽
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

「
手
話
教
室
」
実
施
に
つ
い
て

日　

時

　

前　

期
（
入
門
編
）

　
　

５
月
17
日
（
水
）
～
９
月
６
日
（
水
）

　
　

予
備
日
９
月
13
日
（
水
）

　
　

※
休
講
日
８
月
16
日
（
水
）

　

後　

期
（
基
礎
編
）

　
　

９
月
27
日
（
水
）
～
２
月
14
日
（
水
）

　
　

予
備
日
２
月
21
日
（
水
）

　
　

※
休
講
日
12
月
27
日（
水
）・
１
月
３
日（
水
）

　

全
16
回　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

　
︿
備　

考
﹀

　

◦
前
期
（
入
門
編
）
は
、
名
前
・
住
所
・
趣

　
　

味
・
仕
事
・
年
月
日
な
ど
の
手
話
を
学
習

　
　

し
ま
す
。
ろ
う
あ
者
と
手
話
で
挨
拶
や
自

　
　

己
紹
介
の
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

　
　

ま
す
。

　

◦
後
期
（
基
礎
編
）
は
、
手
話
の
基
本
文
法

　
　

を
学
習
し
ま
す
。
ろ
う
あ
者
と
手
話
で
日

　
　

常
会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

◦
前
期
（
入
門
編
）
の
み
、
あ
る
い
は
後
期

　
　
（
基
礎
編
）
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

場　

所　

木
津
川
市　

東
部
交
流
会
館

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

受
講
資
格　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

　
　
　
　

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
精

　
　
　
　

華
町
・
南
山
城
村
に
在
住
、
ま
た
は

　
　
　
　

通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
高
校
生
以

　
　
　
　

上
の
方

定　

員　

40
人

費　

用　

受
講
料
は
無
料
。

　
　
　
　

※
教
材
費
・
特
別
講
座
・
手
話
関
連

　
　
　
　
　

書
籍
は
実
費
負
担
。

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に　

①
氏
名
（
ふ
り
が

　
　
　
　

な
）　

②
郵
便
番
号
・
住
所　

③
年
齢

　
　
　
　

④
手
話
学
習
経
験
の
有
無　

⑤
連
絡

　
　
　
　

先
（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
）　

⑥
木
津
川

　
　
　
　

市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・

　
　
　
　

南
山
城
村
に
在
住
し
て
い
な
い
場
合

　
　
　
　

は
勤
務
先
ま
た
は
通
学
先
を
記
入

申
込
締
切　

４
月
26
日
（
水
）（
必
着
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内

　

相
楽「
手
話
教
室
」事
務
局（
担
当　

山
崎
・
宮
原
）

　

〒
６
１
９–

０
２
１
４

　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
内

　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

講
　
座

そ
の
他
　
　

お
し
ら
せ

募
　
集

催
　
し

その他おしらせその他おしらせ

�



一
般
国
道
１
６
３
号
の
愛
称
募
集

に
つ
い
て

　

相
楽
地
域
を
横
断
す
る
国
道
１
６
３
号
は
、

大
阪
府
か
ら
三
重
県
ま
で
を
結
ぶ
主
要
な
国
道

で
あ
り
、
京
都
府
内
の
区
間
に
あ
る
５
市
町
村

（
精
華
町
・
木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
南

山
城
村
）
は
、
歴
史
と
文
化
が
織
り
成
す
多
様

な
観
光
資
源
と
四
季
折
々
の
自
然
に
恵
ま
れ
た

地
域
で
す
。

　

こ
の
相
楽
地
域
の
魅
力
を
地
域
内
外
の
方
々

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
観
光
を
は
じ

め
と
し
て
、
地
域
振
興
・
産
業
振
興
の
推
進
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
お
茶
の
京
都
博
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
国
道
１
６
３
号
（
京
都
府
域
）

に
愛
称
を
付
け
る
こ
と
と
し
、
多
く
の
方
々
か

ら
募
集
し
ま
す
。

愛
称
募
集
区
間

　

国
道
１
６
３
号
（
京
都
府
域
）

　

相
楽
郡
精
華
町
大
字
柘
榴
～

　

相
楽
郡
南
山
城
村
大
字
北
大
河
原

募
集
期
間

　

4
月
1
日
（
土
）
～
5
月
8
日
（
月
）

募
集
方
法

　

応
募
資
格　

問
い
ま
せ
ん
。（
誰
で
も
応
募
可
能
）

　

応
募
方
法　

所
定
の
様
式
に
よ
り
応
募
箱
へ
の

　
　
　
　
　
　

直
接
投
函
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

詳
し
く
は
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
道
１
６
３
号
愛
称
募
集
事
務
局

　
　
　
　

京
都
府
山
城
南　

土
木
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
６
８
５

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

４
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月
11
日

　
　
　
　
（
火
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

 

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る 

し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

相
談
会
は
、
毎
月
２
回
開
い
て
い
ま
す
。（
毎

月
第
２
・
第
４
火
曜
日
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

日　

時

４
月
11
日
（
火
）・
25
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１–

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

不
動
産
無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

内　

容　

不
動
産
鑑
定
士
が
土
地
の
評
価
・
賃
料

　
　
　
　

・
権
利
関
係
・
有
効
利
用
等
の
相
談
に

　
　
　
　

応
じ
ま
す
。

日　

時　

①
４
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　

※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

　
　
　
　

②
４
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　

※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

場　

所　

①
文
化
パ
ル
ク
城
陽（
第
４
会
議
室
Ａ
）

　
　
　
　

※
予
約
制
（
前
日
ま
で
に
公
益
社
団
法

　
　
　
　
　

人
京
都
府
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事

　
　
　
　
　

務
局
に
電
話
依
頼
）

　
　
　
　

②
京
都
市
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

※
予
約
不
要
（
当
日
受
付
順
） 

主　

催　

公
益
社
団
法
人
京
都
府
不
動
産
鑑
定

　
　
　
　

士
協
会

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
１
１
・
７
６
６
２

　
　
　
　

０
７
５
・
２
１
１
・
７
７
０
６

　
　
　
　

http://w
w

w
.kantei-kyoto.or.jp

法
務
局
か
ら
の
お
し
ら
せ

〜
お
済
み
で
す
か
？

「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
〜

　

相
続
登
記
と
は
、
相
続
が
発
生
し
た
と
き
に

不
動
産
の
名
義
変
更
を
お
こ
な
う
こ
と
を
い
い

ま
す
。
相
続
登
記
に
は
期
限
や
義
務
が
な
い
た

め
手
続
き
が
遅
れ
、
何
年
も
放
置
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
放
置
す
る
と
、

◦
相
続
人
が
数
十
人
に
増
え
て
し
ま
い
、
時
間

　

や
費
用
が
か
さ
む
。

◦
売
却
す
る
と
き
に
、
手
続
き
に
時
間
が
か
か

　

り
、
売
り
時
を
逃
す
こ
と
に
な
る
。

と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
家
族
が
将
来
困
ら
な
い
よ
う
、
相
続
登
記

は
早
め
に
済
ま
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
登
記

に
関
す
る
相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
に
て
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
地
方
法
務
局
木
津
出
張
所

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
６
５

農
用
地
等
の
借
受
希
望
が
い
つ
で
も

応
募
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
農
用
地
等

の
借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方
を
年
２
回
に
限
っ

て
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
通
年
で
い
つ
で
も
応
募
い
た
だ
け
る
よ
う
に

改
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、一
度
応
募
い
た
だ
け
ば
、

ご
辞
退
さ
れ
る
ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権

利
が
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　
（
公
社
）
京
都
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
（
京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
４
１
７
・
６
８
６
８

古
い
消
火
器
の
廃
棄
に
つ
い
て

　

消
火
器
の
処
分
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
消

火
器
工
業
会
が
消
火
器
の
販
売
店
と
協
力
し
て

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
回
収
方
法
や
窓
口
な
ど

は
、
株
式
会
社
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
ferpc.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
電
話

番
号
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
株
）消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
03･

５
８
２
９･

６
７
７
３

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土･

日･

祝

　
　
　
　

日
、
休
日
及
び
正
午
～
午
後
１
時
を

　
　
　
　

除
く
）

　

消
火
器
は
一
般
の
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
は
で
き

ま
せ
ん
。
新
規
購
入
に
限
り
、
古
い
消
火
器
を

下
取
り
す
る
業
者
も
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入
前

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
で

の
引
き
取
り
は
一
切
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

その他おしらせその他おしらせ

相
　
談

そ
の
他

�



★ Pick UP ★
　「みずやりとうばん」
　くすのき しげのり 作　あおき ひろえ 絵 

　当番を決めて毎日世話をしてきた
学校の野菜畑。なつみは金曜日の水
やり当番でした。
　１日くらい大丈夫？とおもいなや
むこころをおおらかに受け止める絵
本です。

☆３町村のどなたでも借りられます。　最寄の図書室でリクエストしてください。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　
　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Ⓠ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
有
料
動
画

サ
イ
ト
利
用
の
料
金
が
未
納
で
あ
る
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
届
き
、
テ
レ
ビ
の

Ｃ
Ｍ
で
耳
に
し
た
有
名
な
サ
イ
ト
の

名
前
が
書
か
れ
て
い
た
。
動
画
を
見

た
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
、
書
い
て
あ
っ

た
電
話
番
号
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
、

無
料
期
間
が
過
ぎ
て
29
万
円
の
料
金

未
払
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
困
っ
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
相
談
先
を
検
索

し
て
み
た
ら
、
最
初
に
＂
消
費
者
セ

ン
タ
ー
＂
ら
し
い
名
称
が
出
て
き
た
。

電
話
を
か
け
た
ら
「
８
万
円
で
調
べ

て
支
払
わ
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
す

る
。」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
指
示
さ
れ

た
と
お
り
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
書
面
を
受
け

取
っ
た
。
し
か
し
、
心
配
し
た
家
族

か
ら
「
費
用
が
か
か
る
の
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
（
30
歳
代　

女
性
）

Ⓐ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
い
た
メ
ー

ル
を
確
認
す
る
と
「
架
空
請
求
」
で

支
払
う
必
要
の
な
い
も
の
で
し
た
が
、

連
絡
を
し
な
い
と
法
的
手
続
を
取
る

と
不
安
に
さ
せ
る
内
容
で
し
た
。
解

決
方
法
を
探
し
て
「
検
索
」
を
す
る

と
、こ
の
よ
う
に
＂
消
費
者
セ
ン
タ
ー
＂

ら
し
い
名
称
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
＂
偽
の
消
費
者
セ
ン

タ
ー
＂
で
す
。「
消
費
者
セ
ン
タ
ー
」

は
全
国
に
あ
っ
て
（
相
楽
地
域
の
セ

ン
タ
ー
の
名
称
は
「
相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
」
で
す
。）
行
政
が
運
営
し

て
い
ま
す
の
で
相
談
費
用
は
無
料
で

す
。「
検
索
」
は
便
利
で
す
が
＂
偽
＂

の
も
の
も
紛
れ
込
み
や
す
い
の
で
、

よ
く
確
認
を
し
て
身
近
な
消
費
者
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
み
書
面
の
内
容
は
、
探
偵
業
者
が

「
調
査
」
の
契
約
を
さ
せ
る
も
の
で
し

た
が
、
探
偵
業
者
が
お
こ
な
う
の
は

調
査
で
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
必
ず
し

も
役
立
つ
も
の
で
は
な
く
必
要
の
な

い
契
約
で
し
た
。

「
偽
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
用
心
！

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　４月23日（日） 午前 10時30分～　　　場　所　和束町体験交流センター

☆４月 23日（日）は、『こども読書の日』です。
　そして、23日（日）～５月 12日（金）までは、　『子どもの読書週間』です。

問
合
せ　

京
都
地
方
法
務
局
木
津
出
張
所

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
６
５

農
用
地
等
の
借
受
希
望
が
い
つ
で
も

応
募
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
農
用
地
等

の
借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方
を
年
２
回
に
限
っ

て
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
通
年
で
い
つ
で
も
応
募
い
た
だ
け
る
よ
う
に

改
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、一
度
応
募
い
た
だ
け
ば
、

ご
辞
退
さ
れ
る
ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権

利
が
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　
（
公
社
）
京
都
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
（
京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
４
１
７
・
６
８
６
８

古
い
消
火
器
の
廃
棄
に
つ
い
て

　

消
火
器
の
処
分
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
消

火
器
工
業
会
が
消
火
器
の
販
売
店
と
協
力
し
て

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
回
収
方
法
や
窓
口
な
ど

は
、
株
式
会
社
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
ferpc.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
電
話

番
号
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
株
）消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
03･

５
８
２
９･

６
７
７
３

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土･

日･

祝

　
　
　
　

日
、
休
日
及
び
正
午
～
午
後
１
時
を

　
　
　
　

除
く
）

　

消
火
器
は
一
般
の
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
は
で
き

ま
せ
ん
。
新
規
購
入
に
限
り
、
古
い
消
火
器
を

下
取
り
す
る
業
者
も
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入
前

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
で

の
引
き
取
り
は
一
切
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書

幻庵　　上・下 百田　尚樹
家康、江戸を建てる 門井　慶喜
ミス・ペレグリンと奇妙なこ
どもたち　　上・下 ランサム・リグズ

児童書

ぼくとベルさん　友だちは発
明王 フィリップ・ロイ

ハリー・ポッターと呪いの子
第一部・第二部 J．K．ローリング

めだかの王様 岡田　潤

和 束 町

一般書
土の記　上下 高村　薫
撫物語 西尾　維新
江戸おんな絵姿十二景 藤沢　秀平

児童書

すなばばば 鈴木　のりたけ

ここからだしてくれ～！ ヴァンサン・ブル
ジョ

みずやりとうばん あおき　ひろえ

南山城村

一般書
もったいないばあさんの知恵袋 真珠　まりこ
蜜蜂と遠雷 恩田　陸
えんとつ町のプペル にしの　あきら

児童書
円周率の謎を追う 鳴海　風
トイレの自由研究 こどもくらぶ
かあかあ　もうもう 丹治　匠

図 書 室
　 だ よ り

�
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京
都
府
相
楽
郡
和
束
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字
中
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字
平
田
23番

地
の
1

TEL：
0774・

78・
0120　

　
FA
X
：
0774・

78・
0121

● 　笠　置　町　●
人　口　1,420 人　（-5）
世帯数　　650世帯（+1）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,154 人　（-9）
世帯数　1,718 世帯（-1）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,867 人（‒11）
世帯数　1,253 世帯（-7）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 3月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

環　境環　境

粗大ごみの出し方
出せるもの（一例）家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　　電化製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、パソコンを除く）

　粗大ごみで収集しないもの（一例）
　　◦法律で定められたもの（家電リサイクル法等） ………… テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
　　◦危険なもの…………………………………………………… 消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
　　◦専門的なもの………………………………………………… 自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
　　◦処理困難物…………………………………………………… 畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

　出す時の注意
　　◦カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してください。
　　◦刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出してください。
　　◦ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱等に入れて出
　　　してください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみは、クリーンセンターで燃え
るごみと燃えないごみに分別され、燃えるごみは焼却、燃えないごみは埋立処分を
おこなっています。
　粗大ごみの中にはスプレー缶、空き缶、ペットボトル等の混入が目立っています。
ごみの分別にご協力ください。

～近畿から笠置町で暮らす～
岩下家へのインタビューをご紹介

　歴史や文化に興味があり、家族全員で移住しまし
た。庭も畑もあり、家を出ると四季を感じられる景
色に喜びを感じながらも、こんなにも春を待ちわび
たことはありませんでした（笑）。
　野菜が収穫できると、猿に横取りされたときには、
怒りよりも猿が本当にいるんだと、興奮しました。
　みなさん、岩下家をよろしくお願いします。

粗大ごみ

●粗大ごみ収集日
　笠　置　町　毎月　第 4 月曜日
　
　和　束　町　毎月　第 3 火曜日（湯船・中和束）
　　　　　　毎月　第 4 火曜日（東和束・西和束）

　南山城村　毎月　第 1 月曜日
（高尾・田山・今山・奥田・押原・本郷・南大河原）

　　　　　　毎月　第 2 月曜日
　　　　　　　　（月ヶ瀬 NT・野殿・童仙房）

　わたしたち 移  住　しました　 　　  　　
通信インフラが整備
されれば、より便利
に暮らすことができ
そう

都会にはない
授業

木のぼりが　
できるよ！

収穫のお手伝
いしてる！

プレゼント
あげる！

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）


